
持続可能な社会の探究1

1.はじめに

本講座は、環弓獣胡題の現状を理解し、解決方法を探るための誇鄭金・探究を行うことで、

主付蛸勺に課駆を発見し"對夬tる力やコミ斗ニケーション能力を養うことを目指tとと

もに、課題を角耕夬するための異体的な方策を検討Lたり、他者の異なる意見をまとめ

たり寸る経験を通して、来来のグローバノレ・リーダーの育成をねらいとしている。

2.今年度の活動内容

午度当初は、受講者25名が自ら設定した様々な探究テーマを持ち寄り、それを共

有することで講座がスタートLた。 4司~6月は、諜題探究を進める_上で必要となる

基礎n敏栃哉や論理約な思考力の基牲形成を促す、時期と位置づけ、1郁次に必修グロー

バノレ地1里においで学習した参汚文献0リ業し方、論文執筆のためのルール、フィールド

ワークの手社V等の探究スキルを融系忍した.上で、文献やインターネットでは得られない

清籔入孚を認的に、全員で東京大学工学部都市工学科都市デザイン研究室を訪闇した

他、条1走が向らのテーマに合0た訪問先を設定L、聞き取η鯛査を実施した。また、

国立蝶境研究所及び認定NP0法人から外部講師を招璃した授業を実施することを通

じて、生徒の興味・関心を高め,主体的な学びを促してい0た。

7月以降は、研究テーマが頚似tる生徒どうしが5 グノレープに分かれ、グループ単

位で課題探究を深めつつ、その内容を発信する場としぐ、「第17回高校生地球環'訟命

文広L (中央大学主催)、「第20回全国中学高佼Webニンテスト」剛ヲE非営利活動法

人学校インターネット教育推進協会主催)への作晶の応募を促した。これらの取組み

を通して、期限を意識しながら進捗管理を行い、異なる意見・価値観を持つ他者と議

論弌七澗査等を重ね成果物をまとめ上げていくことによ吟、協勧してより質の高い課題

探究を目指すよう指導Lた(「第17回高校生地球殊境論文賞」では1名が最優秀賞、

1グループが優秀賞を受賞、「第20回全国中学遊H交Web コンテスト」では1グルーブ

が最終選苛を通過し,総務大臣賞・プラチナ賞を受質した)。
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3.本時のねらい

2年生や受講者25■)と1年生(徐年度受講予定者22名)が、今隼度の探究成果

だけでなくテーマ設定や探究過程における苦労や失敗、成リ"鑑験を共有する時間とし

た。このことによ"、2年生は内身の1年閥の活動を振り遜り、3年探究Πへつなけ

ることをねらいとし、1午生は、今後の本熔的な探究活動の具体的イメージを獲得t

ることで、来年度の探究活動の質灼向上を図ることをねらいとした。
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4.本時の活動

午前の部 2年生牛"売可能な社会の探究L の各消"長代擬生徒による成果発表

(本i嗣墾代表テーマ:「ウナギは未来に残せるか」)

午後の部本時(13:00 ~ 14 ; 00)

(1)本時のねらいを説明

(午前の部で発衷しなかったグループによる発墜そ)② 2午生による成果発表

・「再配逵を減らすには」 ,「災害時のi詞水活用」

・tグ耀ーバノレ化時代の日本の農業を守る」・ m則戈材を活用Lて森林を守る」

(3) 1・2年生合同のグルーブワーク

①1・2伊生合伺の10グループに分かれる(事前に2年生が座席表を町勤崩。

②講座午1剤スケジュールを参弩にしながら,以下の項習について,1年生力・ら

2午生へインタビューを行ない,2竿生は建分の経験を伝える。

D探究スケジュール iD テーマ設定 iiD フィールドワーク

iv)グループ恊働作業 V)成果の発恬υX士方Ⅵ)その他

③途中でグループ編成を変える(2鬮転)。

(4)ワークシートを用いた本時の振り返り
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5.実施効果と今後の課題

1年生からは村魅亟的に質問が/:"され、それに剣'し2年生は陶らの経験をT寧かつ熱

意を持って答えており、どのグループも活発な意見交換がなされていた。本授業の振

り返り結果を見ても、2年生は「今日の発喪会・分科会を通じて改めて自分の1年間

の取組'みを振り返ることができたJ 四6.0%)、「探究 10M蚤験者として伝えるべきこと

を伝えられた」四2.0%)と回答L、 1午生も 1今日の発表会・分科会を通して探究の

具体的なイメージをもてた」四2,小脚、「自分なりの疑問や課題に感じていたことを解

消することができた」(96.0%)と前向きな鬮答がなされた。

1午生の獅由記述からは、1協同作業だからこその楽しさや苦労があり、達成感があっ

たと話t先粧たちの生き生きした姿が印象に残0た」、「限られた時間の中で勉強との

両立も簡単ではないと思うが、積極的に取組.むことで得られるものがあると思0た」

など、先輩たもの苦労を受け止めつつ、今後の探究活動に意欲的に向か0ていこうと

する姿勢が示された。また、2半生からは「1年間を振り返ることで愉身の成長を感

じることができた」、而町闇に答えることで、探究を進める上で大切なことを再認識t

ることができた」、「後謝aこ伝えることで、 t,0 と 1,0 と掘り下げたい歓が出てきた」

などの記述がなされ、先輩から後輩へ探突経験を伝えていく本授業には1・2年生双

方にと0て大きな効牙Vバあったといえる。一方で、先乳汝こはなか0た悦点や弱点をい

かに客観的にとらえさせ、課題解決に向けた活動につなげていくかは今後の課題であ

る。


